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1 楽天グループについて
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グローバルイノベーションカンパニー

私たちは世界中の人々が夢を持って幸せに生きられる社会を創るために

知力と創造力と想いを結集し、何事をも成し遂げていく企業文化のもと

常識をくつがえすイノベーションを生み出し続けることを目指します
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ミッション：イノベーションを通じて、人々と社会をエンパワーメントする

1997  創業

Today

Our Future

5G Mobile 
Service

Telemedicine

Smart 
Cities

Drone 
Delivery

Smart 
Stadiums

Digital
Content

中小企業をエンパ
ワーメントする
EC事業者を目指
し、従業員6人、
サーバー1台、13
店舗でスタート

25,000名超の従業員
50,000店超の出店店舗数

ユーザーの皆様と店舗様を
エンパワーメントするため、
日々革新

仮想化技術により、無制限で
利用できるモバイルサービス
を提供し、ユーザーの皆さま
をエンパワーメントしていく

サステナブルな革新を実施：
・産業 / 業界の活性化

・社会をエンパワーメント

・ユーザー体験をより豊かに
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Eコマースにおける日本最大の様々なプラットフォームを展開
楽天市場では、多種多様なジャンルの商品を提供し、エンタメやスポーツ事業なども展開

総合的なフィンテックプラットフォーム
楽天カード：ショッピング取扱高国内シェアNo.1 (自社発行ベース)*1

楽天銀行：ネットバンクNo.1 口座数*2

楽天証券：新規口座開設数ネット証券業界No.1*3

日本最大級のオンライン旅行業者
流通総額は国内最大級

物販系ECプラットフォーム広告において国内No.1*4

2021年度物販系ECプラットフォーム広告費のシェアは約52％とトップ*4

世界初の完全仮想化ネットワークでモバイル事業を展開
設備投資と運用コストを低減を実現

1億以上の楽天IDを保有し、ユーザーは1つのIDで様々なサービスを利用可能

楽天エコシステム：楽天のユニークなエコシステム（経済圏）
1つのブランドに統合された70以上の事業を展開

*1  2017年度～2020年度国内クレジットカード発行元（自社発行）のショッピング取扱高ベース。株式会社矢野経済研究所調べ。2021年11月現在。
*2  オンライン専業銀行における口座数。各社開示資料を元に当社にて計算。2021年12月現在。
*3  各社ホームページ上での公開情報により、楽天証券にて集計。2021年12月現在。
*4 スライドp25を参照。
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トラックレコード：業界成長を上回る楽天グループの成長率

業界平均*1*2 2年 CAGR*1

+15%-1% -19%-51% +19%-1%

楽天国内EC GMS 楽天トラベル GTV 楽天広告ビジネス売上高

+24%+5%

楽天カードショッピングGTV

+47%+6%

楽天銀行預金残高

業界平均*1*3 業界平均*1*4

業界平均*1*5 業界平均*1*6

*1  2019年、2021年の数値をもとにCAGRを算出
*2  経済産業省「商業動態統計」を参照
*3  観光庁「旅行業者取扱額」を参照
*4「2019年日本の広告費」を参照（新聞、雑誌、ラジオ、テレビメディアの広告費合算）
*5「経済産業省、特定サービス産業動態統計調査、クレジットカード業」を参照
*6「全国銀行協会、全国銀行預金」を参照

2年 CAGR*1 2年 CAGR*1

2年CAGR*1 2年CAGR*1
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トラックレコード：グローバル流通総額*1*2

（単位：兆円）

+20.5％
前年同期比

*1 グローバル流通総額= 国内EC流通総額+ クレジットカードショッピング取扱高+ 楽天Edy決済取扱高+ 楽天ペイ決済取扱高＋楽天ポイントカード取扱高+ 海外EC流通総額 + Rakuten Rewards (Ebates) 流通総額+ デジタルコンテンツ取扱高+ 

Rakuten Advertising (Rakuten Marketing) 取扱高
*2 決済・アフィリエイトサービスには、楽天グループ内取引を含む
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ネット証券総合口座数（百万）

4.4x 3.3x
7.1x

カード発行枚数（百万） ネットバンク口座数（百万）

トラックレコード：イノベーションを通じて、20年以上成長を継続
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楽天の強み：ユニークなビジネスモデル

楽天の企業価値＝メンバーシップバリュー＝LTV – CAC 
LTV：ユーザーがエコシステム内で複数のビジネスを利用することで上がっていくライフタイムバリュー

CAC：ユーザーのクロスユースを促進することで下げられる顧客獲得コスト

グローバルかつ
多様な人材

唯一無二の
エコシステム

良質な
データ・ID

人気No.1*

ポイント

プログラム

トップエンジニアの獲得

出身国・地域数 80超

ニューノーマルの時代でも

多様かつレジリエント

1億以上もの

楽天IDを保有

集客とユーザーの

継続利用を促進

*マイボイスコム 2021年10月ポイントに関する調査
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楽天の強み：独自のエコシステム

One ID –メンバーシップ

One Brand

グローバル
メンバーシップ数

16億

国内において1億以上ものIDを保有し、ユーザーは一つのIDで、
エコシステム内の様々なサービスを利用可能

国内外のサービスにおいて「Rakuten」というブランドに統
合することにより、認知度とブランドイメージの向上を実現

豊富なデータ
1億以上ものIDに紐づいた年齢や性別などのデモグラフィックや消
費行動などに関する膨大なデータを保有
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楽天の強み：クロスユース戦略の成功事例
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Ichiba
ショッピング取扱高国内 EC 流通総額

エコシステム
拡大の
シナジー

74.7%

クロスユース比率

（2021年12月時点）

メンバーの3人に2人
が2つ以上のサービ
スを利用している

楽天市場と楽天カードのシナジー効果により、エコシステムは大きく拡大
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楽天の強み：楽天IDから得られる高品質なデータ

楽天ID

オフライン・オンラインの
購買データと位置情報
データ

購買データ質の高いID

高精度なデモグラフィック
データ・属性情報
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楽天の強み：社内公用語英語化によるグローバル人材強化

楽天は世界中のオフィスで社内公用語英語化を推進する数少ない日本企業
「社内公用語英語化」により世界でトップクラスのエンジニアを含めた人材確保が可能に

20%

外国籍

80%

日本国籍

/約80

*1  2021年12月末時点。楽天グループ株式会社。
*2 2021年12月末時点。グループ連結。

28,000+

従業員に占める日本国籍／外国籍比率*1

従業員数／国籍数*2
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楽天の強み：国内人気No.1のポイントプログラム（1ポイント＝1円相当）
により、ユーザーの拡大とサービス利用を促進

ポイント 1倍付与

◼ ユーザーは現金同様の「楽天ポイント」を貯めることが可能

◼ ユーザーはサービスを利用すればするほど、ポイントを貯めることができ、楽天グループ内のクロスユースを促進

◼ オンライン/オフライン含む全国500万か所以上でポイントの利用が可能

◼ 発行されたポイントのうち9割以上が消費されている

楽天市場で
お買い物

楽天市場で
お買い物

楽天カードを
利用して市場
で購入

楽天銀行で楽天
カードの利用
料金を引落し

楽天市場で
お買い物

楽天カードを
利用して市場
で購入

楽天銀行で楽天
カードの利用
料金を引落し

楽天モバイル
にご契約

楽天市場で
お買い物

楽天カードを
利用して市場
で購入

・・・14倍

総合満足度調査

✓ 昨年もっとも貯まったポイント
✓ ポイント総合満足度
✓ もらってうれしいポイント

No.1*

*マイボイスコム2021年10月ポイントに関する調査

ポイント3倍付与 ポイント4倍付与 ポイント5倍付与
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楽天の機会：デジタル市場拡大における優先的地位

20%

40% 80%

*1 経済産業省「平成30 年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備（電子商取引に関する市場調査）」
*2 経済産業省「キャッシュレスビジョン」
*3 総務省「電気通信サービスの契約数及びシェアに関する四半期データ（2021年12月末）」

インターネットサービス フィンテック モバイル

日本のキャッシュレス比率は3倍を見込む*2

2016 2025
(ターゲット)

20XX
(ターゲット)

楽天は多様な支払手段を提供

日本のEC化率は2倍以上拡大を見込む*1

楽天の成長速度は業界全体を上回る*1

(2017)

60兆円

<日本のBtoC EC市場>

4.5百万*3 MNO契約数
(2021年12月末)

2021年12月末

商用サービス開始2年目で
シェア2.2％

3GBまで : JPY 980
3GB ~ 20GB : JPY 1,980
データ無制限 : JPY 2,980

※無制限は楽天基地局接続時※通話料等別

国内No.1キャリアへ

手頃なサービスを提供
-0.4％ YoY

2021 Rakuten

国内EC GMS

+10.4％
前年同期比

(単位：兆円)
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楽天の機会：オンラインからオフラインへの拡大

日本の最終消費352兆円*のウォレットシェア獲得を目指す

*開示情報を基に社内で試算

Rakuten Everywhere

（兆円）
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KPIsとハイライト（FY2021）

グローバル流通総額 国内EC流通総額

26.9 兆円 5.0 兆円

連結売上収益 楽天カード
ショッピング取扱高

1.7 兆円 14.5 兆円

グローバルメンバーシップ 国内メンバーシップ

16 億 1億超

楽天カード発行枚数

2,500 万

楽天銀行口座数

1,200 万

+20.5% 前年同期比

+15.5% 前年同期比

*2021/12/31 時点

*2021/12/31 時点
+25.3% 前年同期比

*2021/12/31 時点

*2022/1時点

+10.4% 前年同期比
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ESG：サステナビリティへのコミットメント

29%

57

%

57

%

◼ コーポレートガバナンス：多様なバックグラウンドを持った経営
陣が長期的に経営にコミット

社外取締役

◼ Social (社会)：人材開発

◼ Environment (環境)：外部評価・表彰

代表取締役会長兼社長
最高執行役員

三木谷浩史

社外取締役

代表取締役
副会長執行役員

穂坂雅之

取締役

チャールズB. 
バクスター

取締役

久夛良木健

取締役

サラ J. M. ウ
イットリー

取締役

御立尚資

◼ 主なIndexへの組み入れ

4

独立役員

4

外国籍取締役

2

女性取締役

14%

1

✓ MSCI指数*2

✓ FTSE4Good Index Series
✓ S&P / JPX Carbon efficient
✓ Dow Jones Sustainability 

Indices

*2 楽天グループ株式会社がMSCIインデックスに含まれること、お
よび本ページにおけるMSCIのロゴ、商標、サービスマークまたは
インデックス名の使用は、MSCIまたはその関連会社による楽天グ
ループ株式会社への後援、保証、販促には該当しません。MSCIの
独占的所有権：MSCI、MSCIインデックス名およびロゴは、MSCI
またはその関連会社の商標もしくはサービスマークです。

学び続ける組織へ

-3.0pt

離職率*1

*1楽天グループ株式会社2021年度
（2017年度対比）

代表取締役
副社長執行役員

百野研太郎

取締役

村井純

取締役

ジョンＶ.
ルース
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ESG：2050年カーボンニュートラル社会の実現に向けて

今も、未来も、
人々と社会をエンパワーメントし続けたい

楽天グループは
環境に配慮したプラットフォームを通じ
お客様やパートナーの皆様と共に
気候変動問題の解決に向け挑戦を続けます

また、社会変化の中でも
楽天が人々と社会に価値を提供し続けられるよう
関連情報を明確に開示していきます
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ESG：2021年、楽天グループ㈱「RE100」を4年前倒しで達成

⚫ サステナビリティの施策を強化

⚫ カーボンニュートラルを目指した専門部署を設置

2021

100％
達成

再生可能エネルギー由来電力の割合

2025年までに楽天グループ株式会社の事業活動で
使用する電力を100％再生可能エネルギーにするこ
とをコミットメント
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2 主要ビジネスについて
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インターネットサービスセグメント

その他

楽天Viber モバイルメッセージングサービス、VoIP
サービスの提供

楽天Kobo 電子書籍サービスの提供

楽天Viki テレビ番組、映画などのコンテンツを世界各
国に提供する動画配信サービスの提供

Rakuten Rewards
（旧：Ebates）

米国を中心に会員制オンライン・キャッシュ
バック・サイトを運営

Rakuten Advertising
（旧：Rakuten Marketing）

デジタルマーケティング・デジタル広告サー
ビスの提供

Rakuten Marketing Platform フルファネル広告サービスおよびマーケティ
ングプロダクトの提供

台湾楽天市場 台湾でのECサイトの運営

楽天フランス フランスでのECサイトの運営

東北楽天ゴールデンイーグルス プロ野球団の運営

ヴィッセル神戸 プロサッカークラブの運営

楽天キャピタル コーポレートベンチャーキャピタル

国内 EC

マーケットプレイスビジネス

楽天市場 インターネットショッピングモールの運営

楽天トラベル インターネット総合旅行サイトの運営

楽天GORA インターネットゴルフ場予約サイトの運営

ファーストパーティビジネス

楽天24 日用品の販売サービスの提供

楽天ブックス インターネット上の書籍等の販売サイトの運営

楽天ファッション 人気ブランドファッション公式販売サイトの運営

楽天西友ネットスーパー オンライン食料品配達サービスの提供

C2Cビジネス

楽天ラクマ 多様な商品を扱う個人間で売買ができるフリマア
プリ『ラクマ』の運営

楽天ドリーム 官公庁や地方自治体と連携した各種インターネッ
トレジャーサービスの提供

楽天スーパーロジスティクス 楽天市場出店企業向け物流アウトソーシングサー
ビスや楽天グループ向けの物流サービスの提供

、等

、等
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2021年の国内EC 
GMS 

5.0兆円

日本最大級のオンライン
マーケットプレイス

56,000超

ショッピングEコマース
GMS（２年CAGR）

+23.5%YoY

EC浸透率*

１．日本郵政との提携によ
る物流事業への投資

２．大手ブランドとの
提携

３．新規顧客基盤の開拓

物流用DXプラットフォームの
事業立上げに向け、日本郵政公
社との新規合弁会社設立に合意

ファーストパーティ事業を
拡大し、より幅広い製品カ
テゴリーを提供

新規顧客を獲得するため、楽
天ファッションとC2Cを創立

(+10.4%YoY)

（2021年12月時点）

出店店舗数

* ショッピングEコマース＝市場 + ファーストパーティ（ファッション、ブックス、楽天24（Direct））、楽天西友ネットスーパー + 
オープンEC （リーベイツ、Checkout) + ラクマ

世界平均

日本 中国 アメリカ

*1国内EC流通総額（一部の非課税ビジネスを除き、消費税込み）＝市場、トラベル（宿泊流通）、ブックス、ブックスネットワーク、Kobo（国内）、ゴルフ、
ファッション、ドリームビジネス、ビューティ、デリバリー、楽天24 などの日用品直販、オートビジネス、ラクマ、Rebates、楽天西友ネットスーパー、クロス
ボーダートレーディング、等の流通額の合計
*2 Q4/21より、国内EC流通総額にブックスネットワーク、クロスボーダートレーディング、Kobo（国内）を追加。これに伴い、遡及修正を実施

国内 ECハイライト KPI：国内Eコマース流通総額*1*2の力強い成長

マーケット機会：日本のEC浸透率は今後2倍を見込む 成長戦略：テクノロジー＆グリーン

インターネットサービスセグメント
国内 EC：日本最大級のインターネットサービス

* 令和２年度産業経済研究委託事（電子商取引に関する市場調査）
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▪ 2021年12月期売上高成長率：+16.9% YoY

▪ 楽天へのメリット:

1億の楽天IDと行動データ

楽天IDに関連する購買データ

オンラインデータとオフラインデータの両方を収集可能

✔

✔

✔

楽天はインターネット広告費の「ECプラットフォーム広告」*1で最大のシェアをもつ

＊内部取引含む取扱高

インターネット広告費

2.7兆円（+21.4% YoY）

物販系ECプラットフォーム広告費

1,631 億円（+23.5%YoY）

約52%

1.9 2.0 1.9 1.9 1.9
1.7

1.8

1.2 1.3
1.5

1.8

2.1 2.2

2.7

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

TV Internet

「テレビ広告の支出」

vs
「インターネット広告の支出」

*1電通「2021年日本の広告費」
*2 楽天推計値

今後の成長に向けたグローバル広告プラットフォームの構築

広告事業ハイライト KPI：ECプラットフォーム広告の成長は市場を上回る

マーケット機会：インターネット広告が急成長 成長戦略：既存の資産とデータの活用

インターネットサービスセグメント
広告事業：日本のECプラットフォームにおける主要なオンライン広告事業
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戦略 ポートフォリオ パフォーマンス

*4 Lyft・楽天メディカル等、楽天キャピタル以外のマイノリティー投資を除く

（2021年12月末時点） *4

フィンテック モバイル / AI

インターネット ライドシェアリング ヘルスケア

サスティナビリティ

(Partial)

（持分法適用会社)

保有

投資件数*3 37

売却済*1

投資件数*3 33

楽天キャピタル以外*2

投資件数*3 2

*1     2015年以降売却件数を記載（一部売却は除外）
*2 Lyftと楽天メディカルは、楽天キャピタルから他ビジネスへ移管
*3 投資件数はQ4/21時点の楽天キャピタルの投資に限定

➢ 投資先の選定
⁃ ビッグデータによるスクリーニ
ングを実施

⁃ 楽天のグローバルネットワーク
を活用

⁃ グローバル規模のスタートアッ
プ/投資コミュニティに参画

➢ 付加価値
⁃ マーケティングやKPI経営など
の様々なノウハウを投資先に提
供

⁃ ビッグデータを活用した投資先
企業価値の向上

⁃ 各業界での実業による知見・経
験を活かした支援

インターネットサービスセグメント
楽天キャピタル：マイノリティー投資



27*総登録者数は、未利用の電話番号の登録者が含まれていません。 * Telco: Viber Out, Viber In, SMS. Content: Service messages, ads, stickers, etc.

総登録者数

Rakuten Rewards (Ebates) 営業利益*1*2

*1 リブランディングコスト（Q3/19 20.4百万米ドル、Q4/19 27.4百万米ドル、Q1/20 5.2百万米ドル、Q2/20 5.1百万米ドル、Q3/20 6.3百万米ドル、
Q4/20 2.5百万米ドル）を含みません。
*2 社内のコストアロケーション方法の変更により、過年度の営業利益が変更されます。

Rakuten Rewards (Ebates) GMS

商業事業
楽天技術研究所 開発センター

メディア事業
地域支社
通信事業 フィンテック事業

米国

米国

米国

米国 カナダ

フランス

フランス

イギリス

ルクセン
ブルク

台湾

日本

米国大陸
欧州

アジア太平洋地域

ゴールデンステート・ウォリアーズ
との正式のパートナーズ

*Telco: Viber Out, Viber発信、Viber着信、SMS含みます。
またContentsには、メッセージ、広告、ステッカーなどが含まれています。

売上高

スペイン

前年同期比
前年同期比

前年同期比

前年同期比

海外事業 Rakuten Rewards (Ebates)

Rakuten Viber

インターネットサービスセグメント
主な海外事業
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フィンテックセグメント: 統合されたプラットフォーム

ネット
証券

クレジット
カード

ペイメント

ネット
銀行

ネット
保険

プロダクトサービス

QRコード/
バーコード

スマートフォン
アプリ

デビットカード

生命保険 損害保険 ペット保険

スマートフォン
アプリ

PCツール

2,299億円
(45.2%)

FY2021 売上*1

（フィンテック合計における比率）

1,026 億円
(16.6%)

900 億円
(14.5%)

396 億円*3

(6.4%)

*1 上記以外にフィンテックその他の売上があり、フィンテックその他には投資運用事業、海外事業等を含む。
*2 生命保険、損害保険、ペット保険、保険代理店を含む。
*3 仮想通貨を扱う楽天ウォレットを含む。

電子マネー/
プラスチックカード

ポイント

1,009 億円*2

(16.3%)
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ショッピング取扱高成長率（前年同期比）

国内ショッピング取扱高

No.1*1

カード発行枚数
(2021年12月時点)

2,500万

韓国

日本

24%

シンガポール アメリカ

25%

オーストラリア

クレジットカード浸透率
の比較

13年連続
顧客満足度調査

No.1

2021年度JCSI
（日本版顧客満足度指数)*2

楽天カード

クレジットカード業界*3

（楽天カード除く）

27%29%37%77%

フィンテックセグメント
楽天カード：日本で最速で成長するクレジットカード（ショッピング取扱高ベース）*1

*1 2017年度～2020年度国内クレジットカード発行元（自社発行）のショッピング取扱高ベース。株式会社矢野経済研究所調べ。2021年11月現在
*2 日本版顧客満足度指数：Japanese Customer Satisfaction Index *3 経済産業省、特定サービス産業動態統計調査、クレジットカード業
*4 参照:  日本クレジット協会「日本のクレジット統計 2020版」2019年 諸外国におけるカード決済（種類）別の「発行枚数」「取扱高」及び「民間最終消費支出」に対する割合

楽天カードハイライト KPI：市場を上回る成長率

市場機会：日本のクレジット事業の成長余地*4 成長戦略：中期戦略「トリプル３」
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フィンテックセグメント
楽天銀行：日本最大のネット銀行（口座数ベース）*

口座数
(ネット銀行)

No.1*1

新規口座数

+190万

多様なサービス

個人ローン、住宅ローン、
外貨預金、バイバー送金等

預金残高比較

*参照：各社開示資料（2021年12月末時点）

(2020年12月～2021年12月の
新規口座数)

ネット銀行各社口座数比較 (2021年12月時点)

11,820

上場準備

2021年9月、楽天グループ株式会社は、
楽天銀行株式会社の株式上場準備の開始を発表致しました。

上場を通じて、より自律的な経営視点と成長戦略を遂行し、
楽天エコシステムにも更に貢献するものと考えております。

（千件）

（兆円）

*1 ネット銀行とは、対面の店舗を持たず、インターネット上での取引を中心として営業している銀行。
金融庁「免許・許可・登録等を受けている業者一覧」預金取扱等金融機関業態【その他】に記載の各社開示資料を元に当社にて計算。

楽天銀行ハイライト KPI：ネット銀行口座数においてNo.1*1

市場機会 成長戦略
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新規口座開設数*1

No.1

証券口座数
（2021年12月時点）

700万

楽天ポイント投資が可能

楽天ポイント

日米家計金融資産の比較

* 参照：2021年日本銀行調査統計局発表「資金循環の日米欧比較」

✓ 投資信託
✓ 日本株式
✓ 米国株式 等

*1 主要ネット証券（口座数上位5社：auカブコム証券、SBI証券、松井証券、マネックス証券、楽天証券（五十音順））で比較（2022年2月現在、楽天証券調べ）
*2 各社ホームページ上での公開情報により、楽天証券にて集計。A社は口座数非開示のため2021年3月末時点の口座数、B社、D社は残あり顧客口座数、C社は総合口座数。

*3 1ドル120円として計算

日本米国

現金・預金 株式、債務証券、投資信託等 その他

証券総合口座数の各社推移*2

714万

楽天証券

A社 604万

D 社 302万

C社 374万

B社 536万

2021年度

2010年度

日本株式 FX 投資信託、債券 その他の金融収益 その他

1,946
兆円

13,152
兆円*3

楽天証券ハイライト KPI：証券口座数

市場機会：証券業の成長余地 成長戦略：収益源の多様化

フィンテックセグメント
楽天証券：日本で新規口座開設数No.1のネット証券事業*1



32

生命保険、医療保険、がん保険等

自動車保険、火災保険、トラベル保険等の
損害保険

ペット保険

楽天の保険商品の相談・お問い合わせ・手続きがワ
ンストップでできる総合保険窓口

支払保険料に対して楽
天ポイントを付与*

1%

保険の総合窓口にて
楽天グループシナジー
を活用したユニークな

サービス

トラベル保険
ゴルフ保険等

* 対象商品で条件を満たした場合に保険料支払額の１％の楽天ポイントを付与。
詳細は楽天生命、楽天損保のウェブサイトをご参照ください

ワンストップ
サービスを提供

*参照： 2021（令和3）年度「生命保険に関する全国実態調査」(2021年12月発行)を元に当社作成

生命保険会社
の営業職員

保険代理店の窓口や営業職員

銀行・証券会社

インターネット
その他

%

%

%

%

%

保険事業ハイライト サービスラインナップ

市場機会：生命保険加入チャネル 成長戦略：楽天グループシナジーを活用したユニークなサービス

フィンテックセグメント
保険事業：楽天グループシナジーを活用したユニークなサービス
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バー
コード

QR
コード

NFC 顔認証

楽天IDベースの決済サービス（QRコード/バーコード）

電子マネーサービス

ポイントカードサービス

暗号資産交換サービス （2022年7月より楽天証券傘下へ）

オンライン、オフライン
の利用可能箇所

500万*1 +120万*2

手数料収入が入る

持続可能な
ビジネスモデル

*1 500万箇所：楽天ペイ、楽天Edy、楽天ポイントカードが利用可能な箇所の合計（2021年6月時点）
*2 120万箇所：交通系ICカードの使用できる店舗数の合計（2021年6月時点）

*3 日本版顧客満足度指数：Japanese Customer Satisfaction Index

日本のキャッシュレス比率を2025年までに40％までとする目標*4 多様な支払手段を共通ID・インターフェースで提供

*4 参照：経済産業省「キャッシュレス・ビジョン」、2018年
*5 参照：経済産業省「中間整理を踏まえ、令和3年度検討会で議論いただきたい点」（2021年8月）

40% 80%

2020 2025
(目標)

20XX
(目標)

*2

顧客満足度調査No.1

「ロイヤルティ」
「顧客期待」

2021年度JCSI
（日本版顧客満足度指数）*3

30%

楽天ペイメントハイライト サービスラインナップ

市場機会：日本におけるキャッシュレス市場の成長余地 成長戦略：ペイメント戦略の3層レイヤー

フィンテックセグメント
ペイメント事業：一つのIDで多様な支払手段が利用可能

*5
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モバイルセグメント

楽天モバイル 移動通信サービス（MNO/MVNO）

楽天シンフォニー
モバイル通信業界向けのグローバルB2Bサービス、次世代
のクラウドベースモバイルサービス

楽天エナジー 電気・ガス・エネルギー関連サービス

楽天コミュニケーションズ 個人・法人向けIP電話サービス
高速光回線インターネットサービス、クラウドサービス

楽天TV 動画配信サービス 等

モバイルセグメント
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MNO
事業

エコシステム
連携

グローバル
展開

MNO事業

エコシステム連携

グローバル展開
これまでの日本の常識を変え

No.1キャリアへ（p36）

モバイルとの連携による
楽天エコシステムの拡大（p37）

楽天シンフォニーを通じて
モバイルプラットフォームを世界展開(p38)

モバイルセグメント：トライアングル戦略
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*1 21/9月数値は確報値

*2 21/12月数値は速報値
*1 夜間人口に対する人口カバー率
*2 一部地域においては、公共業務用無線局の終了促進措置を実施中のため、現在5MHz幅でのサービス提供となっております。20MHz幅でのサービス提供は、終了促進措置の完了後と
なります。

218万 202万 183万 148万 114万 99万 87万

65万 112万 162万 285万 366万 411万 450万

283万 314万 345万
433万 480万 510万 537万

2
0

/6
月

2
0

/7
月

2
0

/8
月

2
0

/9
月

2
0

/1
0
月

2
0

/1
1
月

2
0

/1
2
月

2
1

/1
月

2
1

/2
月

2
1

/3
月

2
1

/4
月

2
1

/5
月

2
1

/6
月

2
1

/7
月

2
1

/8
月

2
1

/9
月

2
1

/1
0
月

2
1

/1
1
月

2
1

/1
2
月

MNO

MVNO

MNO及びMVNO契約数

ゲーム体験 通話体験 4G
アベイラビリティ

78.0 81.4

98.9

77.5 81.9

99.0
総合満足度

料金分野

サービス分野

No.1

No.1

No.1

■他MNO平均 ■楽天モバイル

ユーザー体験は他キャリアと同等 顧客満足度は2年連続No.1

（2021年8月）

出典:OPENSIGNAL（2021/10） 出典:MMD研究所（2020年11月、2021年8月）

楽天モバイルの高い品質と顧客満足度

顧客基盤は着実に拡大 楽天回線エリア(4G)人口カバー率*1

魅力的な料金プラン

モバイルセグメント
MNO事業：日本のナンバー1キャリアへ
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*楽天モバイル契約以前に、各サービスの利用経験がなかったユーザーのうち、契約後1年以内に利用を開始したユーザーの割合
*対象契約者：2021年1月~2021年6月に契約を行ったユーザー

楽天市場 楽天カード 楽天銀行 楽天ペイ

35% 20% 10% 12%

楽天モバイルの契約後1年以内に、楽天エコシステムの
各サービスを初めて利用したユーザーの割合

*1 2019年5月から2020年5月までに楽天市場を利用し、2020年5月に楽天モバイル（MNO）に加入したユーザー
*2 2019年5月から2020年5月までに楽天市場を利用し、2021年4月時点で楽天モバイル（MNO）に加入していないユーザー

19年5月～20年4月

加入前 加入後
20年5月～21年4月 19年5月～20年4月 20年5月～21年4月

約1.7倍
約1.2倍

楽天モバイル加入者 非加入者

楽天市場における一人当たりの平均月間流通総額

*1 *2

楽天会員数
（日本）

億超

クロスユース率 年間
ポイント発行数

90％

2021年度実績

1 74.7％ 5,300
億超

2021年12月時点

累計
発行ポイント数

2.5
兆超

2021年8月時点

超

ポイント
消化率

エコシステム利用の拡大 楽天モバイルユーザーの楽天市場流通総額

モバイルセグメント
エコシステム：楽天エコシステムとモバイル事業の連携
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日本のMNO
サービス

グローバル
MNOプラットフォーム

ドイツの通信事業者
1&1社が、RCPを包括
的に採用

モバイルセグメント
楽天シンフォニー：楽天シンフォニーのグローバル展開
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✓特定ベンダーによるロックインを回避
✓ネットワーク運用のための付加サービス
✓AIによるネットワーク最適化
✓コスト効率の高いソリューション
✓安全性の高いネットワーク

オペレーター
収益全体

従来の
NWコスト

楽天シンフォニーによる
NWコスト

コスト削減
効果

~32％

~ 23%

100％

30-40% 

CAPEX

OPEX

CAPEX

OPEX

モバイルオペレーターのネットワークコスト
（収益に対する割合）

~-30%

2021 2025

>120

80-100

市場規模の合計

1.3倍 ■ITクラウド& ソフトウェア

■ネットワークと
サービスオペレーション

■保守・サポート
・フィールドサービス

■ネットワーク自動化
・オーケストレーション

■デジタル・クラウドインフラ

■デジタルIT (OSS/BSS)

■コア(仮想)

■RAN (物理)

■RAN (仮想)

(十億米ドル)

以降

(十億米ドル)

*自社調べ

(2022年4月末)

米大陸

欧州
CIS

中東・アフリカ

APAC
33

29 3

29

既存顧客

6

4

ポテンシャル
顧客

316AT&T

楽天シンフォニーによる大幅なコスト削減効果

Pipeline 獲得可能な市場の拡大

モバイルセグメント
楽天シンフォニー：楽天シンフォニーのグローバル展開
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5つの事業部門、70以上の製品、検証済みのアーキテクチャ

クラウドインフラ アプリ対応クラウド-ストレージ クラウドオーケストレーション マネージド・サービスとXaaS

Symcloud

グラフィカル・ユーザー・インターフェイス
（GUI）

アプリケーション・プログラミング・インター
フェイス（API）

コマンドライン・インターフェイス（CLI）

Symworldエクスペリエンス

デジタル
スタジオ

CI/CD
ワークフロー

管理
API管理 データ管理 自動化とAI

デジタルエンゲー
ジメント

セキュリ
ティー管理

ドキュメンテー
ション機能

Symworldプラットフォーム

プラット
フォーム

統合クラウド

エッジコア4G vRAN 5G vRAN
リファレンスデザ

イン
Symware

Symnet
ネットワーク

機能

NW計画アプリ
セット

NWビルド＆デ
プロイアプリ
セット

NWオペレー
ションアプリ
セット

Symplan Symbuild Symops

エンタープライ
ズアプリセット

カスタマーサポー
トアプリセット

NWマネタイズ
アプリセット

Symcare Symex Symbiz

デジタル体験
インターネット
・エコシステム

インテリジェント
オペレーション

Å 「ロビン社」の買収により、統合クラウドが強化

完全子会社化

4

研究開発エンジニア数

3,150

製品の種類

70+

モバイルセグメント
楽天シンフォニー：イノベーションカルチャー、研究開発を徹底的に重視
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グローバル表彰

“Best Mobile Technology 
Breakthrough”

"Best Operator 5G Innovation"
"Ground-breaking Virtualization 

Initiative" 
Glotel Awards 2021

“Smart Solution：Mobile Network”
MM Souken Grand Prize 2021

“Most Innovative Mobile/Wireless 
Product or Service”

Leading Lights Awards 2020

“Market Development”
GTI Awards 2021

“Network Automation
Recognition 2021”

Layer 123 Europe 2021

Glomo Awards 2021

“Best Network Software Breakthrough” 
Rakuten Mobile for 5G OpenRAN

Glomo Mobile Awards 2022

“Rakuten Mobile & Rakuten Symphony 
named Operator of the Year”
FutureNet World Awards 2022

モバイルセグメント
楽天モバイル＆楽天シンフォニー：信頼される楽天モバイルネットワークの品質
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3 アペンディクス
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創業者プロフィール

1965年神戸市生まれ。1988年一橋大学卒業後、日本興業銀行（現みずほ銀行）に入
行。1993年ハーバード大学にてMBA取得。日本興業銀行を退職後、1996年クリムゾン
グループを設立。1997年2月株式会社エム・ディー・エム（現楽天グループ株式会
社）を設立し、同年5月インターネット・ショッピングモール「楽天市場」を開設。
現在、楽天グループとして、Eコマース、フィンテック、モバイル、デジタルコンテ
ンツなど多岐にわたる分野で70以上のサービスを提供する。

また、2011年より東京フィルハーモニー交響楽団理事長を務めるほか、2012年6月に
発足した一般社団法人新経済連盟の代表理事を務める。2016年には、イルミノックス
TMプラットフォームと呼ばれる、がん細胞に対し選択性に優れた新しい治療技術の
開発を行う楽天メディカル社（当時アスピリアンセラピューティクス社）の副会長兼
Co-CEOも務める。

三木谷浩史
楽天グループ株式会社
代表取締役会長兼社長
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楽天の歴史

1997年
創業

インターネット・ショッピングモール『楽天市場』を開設。
従業員6人、サーバー1台、13店舗でスタート。

2000年
株式公開とグループ形成

株式公開によって、企業としての認知度を大きく向上させるとともに、上場で得た資金によるM&A等を通じて、
その後の「楽天エコシステム（経済圏）」を形成する新たな事業進出への大きなきっかけに。

2004年
プロ野球界への参入

日本のプロ野球界において50年ぶりとなる新規球団『東北楽天ゴールデンイーグルス』誕生で、「楽天」の名が全国
に広がる。

2006年
楽天エコシステムの構想

楽天グループ内の様々なサービスを有機的に結びつけ、ユーザーのグループサービス内での回遊性を高めるビジネス
モデルとして「楽天エコシステム（経済圏）」構想を発表。

2008年
EC事業で初の海外展開

『台湾楽天市場』サービス開始により、EC事業において初の海外展開。

2011年
『楽天市場』流通総額1兆円突破

創業14年目で『楽天市場』の出店店舗数が 3万8千店舗、年間流通総額が 1兆円を突破。

2012年
社内公用語英語化

社内公用語の英語化により、世界で一体感のある経営体制に。
日本の『楽天市場』商品数が約1億アイテムに達する。

2013年
楽天イーグルス初の日本一、
東証一部に上場

「東北楽天ゴールデンイーグルス」が日本シリーズを制覇し、プロ野球参入から球団史上初の日本一に。
さらなる投資家層の拡大と企業価値の向上を目指し、株式の上場市場を東京証券取引所第一部へ変更。

2019年
携帯キャリア事業開始、

グループ史上最大規模のイベント「Rakuten Optimism 2019」を国内初開催。
「楽天モバイル」が携帯キャリア事業としてのサービスを開始。

2020年
5Gサービス開始、ニューノーマル
時代を見据えO2Oの強化

新型コロナウイルス感染拡大抑止に向けて、グループを挙げて啓発活動を実施。
「楽天モバイル」の5Gサービス開始。
「楽天ポイント」の累計発行ポイント数が2兆ポイントを突破。

2021年
コロナ禍においても国内グループ
サービスの成長と進化を持続

日本郵政グループと楽天グループが資本・業務提携に合意。
通信プラットフォーム事業組織Rakuten Symphonyを始動。
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楽天グループ連結決算業績：連結売上収益

(百万円)
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楽天グループ連結決算業績：Non-GAAP連結営業利益

(百万円)

連結営業利益

フィンテックセグメント

インターネットサービス
セグメント

モバイルセグメント
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